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皆
さ
ん
も

ご
存
じ
の
よ
う
に
、

坂
井
市
で
は

地
域
自
治
区
制
を

導
入
し
て
お
る
。
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く
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豊
か
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ま
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づ
く
り
を

カ
モ
メ
じ
い
に
聞
く「
地
域
協
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会
」

公
園
の
花
植
え
、

楽
し
か
っ
た
ね
！

そ
う
だ
ね
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
活
動
も
な
か
な
か

い
い
も
ん
だ
ね
。

そ
う
い
え
ば
、

地
域
協
議
会
の
人

た
ち
も
い
た
わ
。

ね
ぇ
、

地
域
協
議
会
っ
て
、

な
ん
だ
っ
け
？

で
も
、

地
域
自
治
区
と

地
域
協
議
会
っ
て

ど
ん
な
関
係
な
の
？

じ
ゃ～
ん！

あっ、カ
モメじい

！

う
ん
う
ん
、

そ
う
よ
ね
♪

平
成
19
年
７
月
号
以
来
、

３
年
２
ヶ
月
ぶ
り
じ
ゃ
。

出
番
が
の
う
て
寂
し
か
っ
た
わ
い
。

い
っ
つ
も
孫
ば
っ
か
り
…

孫

ただい
ま～！

地
域
協
議
会
っ
て

い
う
の
は
の
う
…

ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、

「
地
域
自
治
区
の

ま
と
め
役
」な
ん
じ
ゃ
。

地
域
自
治
の
原
点
は
、　

個
人
や
家
族
な
ど
の
力
で
で
き
る

こ
と
は
各
々
が
行
い（
自
助
）、で
き

な
い
こ
と
を
地
域
の
協
力
で
行
い

（
共
助
）、そ
れ
で
も
不
可
能
な
こ
と
は

自
治
体
で
解
決
す
る（
公
助
）と
い
う

「
補
完
性
の
原
則
」に

あ
る
ん
じ
ゃ
が
…

解説 地域自治区の役割と効果 坂
井
市
で
は
、

こ
の
考
え
方

を
も
と
に
、

一
体
的
・
総
合
的
に

取
り
組
ん
だ
方
が

い
い
サ
ー
ビ
ス
や

事
業
は
市
で
、

地
域
で
行
っ
た
方
が

効
率
的
な
も
の
や

特
色
あ
る

地
域
づ
く
り
に

ピ
ッ
タ
リ
な

サ
ー
ビ
ス
や
事
業
は
、

地
域
自
治
区
で

行
っ
て
お
る

ん
じ
ゃ
よ
。

　市（本庁）では、市全体の施策の企画立案や財
政運営などの広域的な事業やサービスをして
います。また、地域自治区（総合支所）では、住民
に直結するサービスや、いろんな団体を含めた
住民の積極的な参加のもと、地域の特色あるま
ちづくりを進めています。
　その方が、地域の実情を把握しやすく、住民
の声も届きやすい――。
　一体感を育てつつ、三国・丸岡・春江・坂井と
いう、歴史も文化も違うそれぞれの地域にあっ
たまちづくりができるのです。

解説 議会との違い
　議会は、「議決機関」として自治体の意思決定をします。その際、各地域の
状況を考慮しながら、市全体を見渡して審議や決定をすることになります。
また、行政執行のチェックも行います。
　これに対して地域協議会は、地域自治区内のまちづくりに関する提案を
します。「市の附属機関」として、自治区内の各層各界の意見を行政に反映
させることができます。また、市の諮問に応じて答申することもあります。

解説 一般的な附属機関との違い
　一般的な附属機関は、社会福祉や都市計画な
ど、特定の行政分野に関するものについて専門
的に審議するもの。それに対して地域協議会は、
対象分野を限定することなく、その地域の住民
がその地域に関するものを審議するという、総
合的な審議機関と言えます。

カモメじい

ユリばあちゃん

かもめくん

桜ちゃん
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総合アドバイザー
～地域協議会～
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エリア限定！
総合アドバイザー
～地域協議会～

地
域
協
議
会
は
、地
域
自
治
区

内
の
住
民
の
声
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
、「
総
合
的

な
附
属
機
関
」な
ん
じ
ゃ
。

住
民
の
意
見
を
集
約
し
て
市

に
提
案
し
た
り
、市
か
ら
意
見

を
求
め
ら
れ
た
も
の
に
答
え

た
り
す
る
ん
じ
ゃ
よ
。

ふ
〜
ん
…
。で
も
、

み
ん
な
の
声
を

行
政
に
反
映
さ
せ

る
ん
だ
っ
た
ら
、

議
会
と
同
じ
じ
ゃ

な
い
の
か
い
？

議
会
は
、議
決
機
関

と
し
て
市
の
最
終
的
な

意
思
決
定
を
す
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
。

で
も
、地
域
協
議
会
は
、

住
民
の
声
を
も
と
に

市
長
の
意
思
決
定
を
い
ろ
ん
な

視
点
で
支
援
・
補
完
す
る
、

言
う
て
み
れ
ば〝
行
政
の
内
部

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
〞な
ん
じ
ゃ
よ
。

Non,

    no
n!

「地域自治」のイメージ「地域自治」のイメージ「地域自治」のイメージ
行政組織

地域協議会

● 

地
域
自
治
区
に
お
け
る
ま
ち

　 

づ
く
り
の
仕
組
み
づ
く
り

● 

地
域
自
治
区
の
特
性
を
生
か

　 

し
た
ま
ち
づ
く
り

● 

意
見
や
提
案
の
集
約
な
ど

まちづくり
協議会

● 

公
民
館
単
位
に
設
置

● 

活
動
拠
点
は
公
民
館

● 

運
営
は
地
域
住
民
、
活
動
は

　 

住
民
が
自
ら
考
え
自
ら
実
践

連 携

住　民

意
見
・
提
案

諮
　
問

協
　
働

総合支所
（地域自治区）
身近な現地解決
型の総合事務所

代 

表
参 

画

総合支所
方式

本　庁
行政を一体的・
総合的に行う  

３
期
目
の
地
域
協
議
会 

委
員
40
人
を
選
任

古
道
　
　
豊（
油
屋
）

近
藤
　
　
奏（
新
保
）

高
橋
千
賀
子（
池
上
）

坪
井
　
　
眞（
新
町
）

中
田
　
幸
男（
上
台
）

西
野
久
美
子（
安
島
）

林
　
與
一
郎（
下
野
）

三
宅
小
百
合（
三
国
東
）

明
新
美
千
代（
宿
）

八
十
島
一
司（
北
末
広
）

 

遠
藤
　
　
正（
上
長
畝
）

小
寺
　
洋
一（
舟
寄
５
区
）

瀬
野
　
友
伸（
西
里
丸
岡
２
区
）

高
木
　
和
治（
新
九
頭
竜
２
区
）

竹
内
　
一
男（
羽
崎
）

辻
端
美
恵
子（
山
口
）

野
澤
　
雄
一（
東
二
ツ
屋
）

野
田
美
智
子（
坪
江
）

三
澤
　
敏
子（
三
ケ
町
）

宮
越
　
幸
夫（
油
為
頭
）

岡
本
　
洋
子（
江
留
中
）

小
林
　
美
宏（
春
日
野
）

佐
藤
　
利
雄（
中
庄
）

高
倉
　
茂
樹（
中
筋
）

辻
岡
喜
代
和（
正
蓮
花
）

富
田
　
智
延（
い
ち
い
野
北
）

長
谷
川
範
彦（
大
針
）

細
川
　
保
子（
西
太
郎
丸
）

松
浦
　
信
幸（
石
塚
）

安
岡
　
博
美（
江
留
上
日
の
出
）

 

角
　
　
正
夫（
宮
領
）

北
岡
　
欣
一（
上
兵
庫
）

国
京
美
智
子（
大
味
下
）

竹
内
　
紘
一（
下
兵
庫
）

夛
田
　
文
和（
東
長
田
）

津
戸
　
輝
夫（
長
屋
）

野
尻
み
ち
子（
東
荒
井
）

円
山
　
紀
子（
新
庄
）

盛
政
　
隆
治（
東
）

吉
川
　
　
裕（
木
部
新
保
）

三　国丸　岡

春　江坂　井
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こ
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い
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た  
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ふ
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か
ず

  

つ  

ど
　   

て
る 

お

  

の
じ
り
　         

こ

ま
る
や
ま
　 

の
り 

こ

も
り
ま
さ
　
た
か
は
る

よ
し
か
わ
　     

ひ
ろ
む

　
地
域
自
治
区
の
ま
ち
づ

く
り
の
意
見
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
住
民
代
表
組
織

「
地
域
協
議
会
」
の
３
期
目

の
委
員
に
、
次
の
皆
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
２
年
で
す
。

※
敬
称
略（
50
音
順
）

▲市多目的研修会施設で8月13日（金）に
　坂本市長が辞令を交付
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地域性豊かなまちづくりを
カモメじいに聞く「地域協議会」

み
ん
な
、

久
し
ぶ
り
じ
ゃ
の
う
。

元
気
じ
ゃ
っ
た
か
の
？

坂井市
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私
た
ち
の

声
を
集
め
て

行
政
に
届
け
る

組
織
、
っ
て
い
う
け
ど
…

だ
っ
た
ら
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
区
も
、

そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？ 

そ
う
な
ん
じ
ゃ
。

い
ろ
ん
な
方
面
で
知
恵
を

お
借
り
し
て
お
る
ん
じ
ゃ
よ
。

ほ
か
に
も
、
投
票
区
等
検
討
委
員
や

三
国
病
院
改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
員

な
ど
、
い
ろ
ん
な
検
討
委
員
と
し
て

貴
重
な
意
見
を
だ
し
て
も
ら
っ
て

お
る
ん
じ
ゃ
。

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
♪
　

ま
る
で
、エ
リ
ア
限
定
の

「
ま
ち
づ
く
り
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」

と
い
う
か「
総
合
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」と
い
う
か
…

そ
う
じ
ゃ
よ
。

こ
れ
ま
で
は
、市
政
運
営

の
方
向
性
を
決
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を

作
っ
て
こ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が

多
か
っ
た
ん
じ
ゃ
。

で
も
、そ
れ
ら
が

一
段
落
し
た
こ
れ
か
ら
は
、

地
域
性
を
打
ち
出
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
ど
ん
ど
ん

進
め
て
い
け
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
の
う
。

な
る
ほ
ど
ね
。

区
や
ま
ち
協
単
位
で
は

解
決
し
に
く
い
、自
治
区
内
の

い
ろ
ん
な
分
野
の
こ
と
を

考
え
て
も
ら
っ
た
り
、

意
見
や
課
題
を
仕
分
け
て

も
ら
っ
た
り
、

大
切
な
役
目

が
あ
る
の
ね
。

な
ん
だ
い
、

い
ろ
ん
な
も
の
に

携
わ
っ
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
さ
っ
き
、

み
ん
な
の
意
見
を
集
約
し
て

市
へ
提
案
し
た
り
、
行
政

か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
り
、

っ
て
言
っ
て
た
け
ど
…

具
体
的
に
は
、
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
の
？

へ
ぇ
〜
、

そ
う
な
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
に
、

市
に
対
し
て

意
見
や
提
案
を

し
て
も
ら
っ
た

も
の
と
い
う
と
、

例
え
ば
…

市
か
ら
諮
問
さ
れ
た

こ
と
を
審
議
す
る
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、

重
要
な
計
画
や
方
針
を

決
め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る

審
議
会
な
ど
の
一
員
と
し
て

直
接
意
見
を
出
し
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
ん
じ
ゃ
よ
。

今
、ま
ち
づ
く
り

の
考
え
方
を

明
ら
か
に
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」の
制
定
準
備

を
進
め
て
い
る
ん

じ
ゃ
が
…

そ
の
内
容
に
つ
い
て

も
、審
議
し
て

も
ら
っ
て
い
る

ん
じ
ゃ
。

地
域
協
議
会
は

市
民
協
働
の
要
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
区
、

い
ろ
ん
な
市
民
団
体
か
ら
の

意
見
の
調
整
や
連
携
を

サ
ポ
ー
ト
す
る

と
こ
ろ
な
ん
じ
ゃ
。

ほ
れ
、
地
域
協
議
会
は
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
区
、

各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
お
る
じ
ゃ
ろ
。

地
域
で
解
決
で
き
る
課
題
に
対
し
て

情
報
提
供
し
た
り
、
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
た
り
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
か
の
う
。

それが、

ちと

違うんじ
ゃよ

しかも無
報酬

　　なん
だろ？

解説

まちづくり協議会や
区・各種団体との違い
　まちづくり協議会は、公民
館単位でその地域の魅力や
住みよさを高めるため、独自
のまちづくり事業を実践し
ています。
　区は、地縁に基づく最も基
礎的な地域社会です。防災や
環境衛生など市民の日常生
活に関する身近な課題に、住
民同士が話し合ったり協力
し合ったりしながら取り組
んでいます。
　各種団体は、区などとは違っ
て、地縁に関わらず特定の課
題や目的に応じた事業や活
動を行っています。
　地域協議会は、地域自治区
内のまちづくり協議会や区、
各種団体などの意見を集約。
住民同士が連携しながら、課
題解決と住民自治の充実を
図るという、協働の要として
の役割を果たしています。

解説

地域の特色を生かしたまちづくり

　地域協議会の大きな役割である地域自治区独自の取り組み、地域性を生か
したまちづくりも、見逃せません。
　三国では、地域の産業と歴史・文化・観光を結びつけたまちづくりを検討し

ています。
　丸岡では、中心市街地のまちづくりや、自然環境との共生によるまちづく

りについてなどを検討中です。
　春江では、ハートピア春江を中心としたまちづくりが進んでいます。
　坂井では、JR丸岡駅を拠点としたまちづくりを進めています。

地域性豊かなまちづくりを
カモメじいに聞く「地域協議会」

地域性豊かな地域性豊かなまちづくりを
カモメじいに聞く「地域協議会」カモメじいに聞く「地域協議会」

地域性豊かなまちづくりを
カモメじいに聞く「地域協議会」カモメじいに聞く「地域協議会」

地域性豊かなまちづくりを
カモメじいに聞く「地域協議会」

▲三国祭の保存伝承を支援 ▲丸岡古城まつりのグレードアップを

▲今年の3月に、ハートピア春江横の桜並
　木にボンボリを整備したのも、その一環

▲駅舎の待合室がギャラリーに。主要な
　交差点などにはかがしの展示棟を設置
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三 国 丸 岡

春 江 坂 井

坂井市総合計画を坂井市総合計画を
作るときはもちろん…

まちづくりの進め方、まちづくりの進め方、
コミュニティバスの運行、コミュニティバスの運行、
寄附による市民参画条例の
政策メニュー…

指定管理者の導入や指定管理者の導入や
行政組織の見直し、行政組織の見直し、
総合支所の活用法…総合支所の活用法…

都市計画マスタープランや
公共交通計画…

行政改革大綱、
市民憲章、景観条例、市民憲章、景観条例、
バイオマスタウン構想…

環境基本計画、
福祉保健総合計画、
食育推進計画…

一般廃棄物処理基本計画、一般廃棄物処理基本計画、
次世代育成支援行動計画…

坂井市総合計画を
作るときはもちろん…

まちづくりの進め方、
コミュニティバスの運行、
寄附による市民参画条例の
政策メニュー…

指定管理者の導入や
行政組織の見直し、
総合支所の活用法…

都市計画マスタープランや
公共交通計画…

行政改革大綱、
市民憲章、景観条例、
バイオマスタウン構想…

環境基本計画、
福祉保健総合計画、
食育推進計画…

一般廃棄物処理基本計画、
次世代育成支援行動計画…
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8月11日（水）

望の“新しい景色”
北陸最大級の2連水車が完成　

▲会場を大きな輪で囲んだ総踊り

▲浴衣客限定の参加イベント「ゆかたdeピース」

▲4町を表現した花火（左上から
　時計回りに）「ゆりの花々」
　「夜桜吹雪」「東尋坊と波」「稲穂」

か
さかい夏祭りが坂井グラウンドで行われました。恒例の

「Kagashiダンサー」の踊りやかがしコンテスト、総踊りなど

が行われたほか、今年は新たに「ゆかたdeピース」を開催。

市民の浴衣姿での来場を後押しし、設置された54体のかがし

とともに、色とりどりの浴衣が会場を彩って、夏祭りの雰囲

気をいっそう盛り上げていました。

がしと浴衣が会場を華やかに
さかい夏祭りを開催　 8月7日（土）

　8月8日（日）２
第20回古城グリーンロードレースが開催され、

自転車愛好家らが鍛え上げた健脚を競い合いました。

早朝から真夏の日差しが照りつける中、選手たちは

一陣の風となって城下を走り抜けました。丸岡城ふ

れあい広場では、プロ競輪選手と三輪車などで対決

する自転車大運動会や、自転車発電などのエコイベ

ントも開催され、多くの親子らが楽しんでいました。

年ぶりの公道レース
261人が城下を疾走　

▲回転の動力となる竹田川の水音を
　聞きながら水車に見入る観光客
　休校となった竹田の学校に通って
　いた子どもたちとヒナタカコさん
　が「僕たちの景色」を歌って、水車
　の完成を祝った通水式
　竹田地区の特産品などを販売する
　「たけだや」には、柿の葉ずしや草
　団子など、あっという間に売り切
　れになる“竹田の味”も

▲日本競輪選手会福井支部所属の選手と一緒に三輪車レースを楽しんだり、
　エコイベントで自転車発電を体験したりする参加者

▲２年ぶりとなった今大会は、上り主体のタイムトラ
　イアル方式で開催。城下を風のように走り抜けたほ
　か、ゴール付近の上りでは激しい競り合いを展開

8月11日（水）１
三国花火大会が、三国サンセットビーチで開かれました。今年は第30

回という節目でもあることから、例年よりも約3千発多い1万発の花火が

打ち上げられたほか、4町を表現した仕掛け花火なども数多く打ち上げら

れました。水上に扇形に広がる水中花火や、450ｍ上空で炸裂する二尺玉

などに、観客からは歓声や拍手が沸き起こっていました。

万発の大輪に
20万人が酔いしれる

　三国鳶隊の演技
　披露も

▲

　かがし大将当てクイズに
　参加する親子

▲

待
丸岡町山口の「竹田水車メロディーパーク」に、北陸最大級の

直径8mと5mの2連水車が完成。地元住民など300人が集い、

通水式が行われました。また、同パーク内の物販所「たけだや」

もオープン。竹田地区ならではの味を求める多くの買い物客で、

早速にぎわっていました。来春には、春江工業高校の生徒が手

掛ける大型チャイムもお目見えの予定。チャイムが奏でる優し

いメロディとともに、新たな観光の呼び物として期待されます。

漆黒の夜空と水面を染め上げた花火

▲

▲

フォーカス

7 広報 9月号

フォーカス

まちの話題をお届けします。
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▲丸岡城について、ボランティアガイドから説明を受ける両市の
　児童

　
姉妹都市・宮崎県延岡市の小学5・6年生20人が本

市を訪問。市内の小学5・6年生18人と交流し、お互

いのまちについて学び合いました。2年前まで行っ

ていたホームステイ事業を見直し、新たな交流事業

として再開したもの。丸岡城では、ボランティアガ

イドから建築様式などについて説明を受けたり眺め

を楽しんだりして、友好を深めていました。

うこそ“延岡っ子”
本市児童と思い出づくり核

　原爆被害の現実を伝え、平和について考えてもらおうと、

市はハートピア春江で「ヒロシマ原爆展」を開きました。広

島平和記念資料館所蔵の被爆資料や写真パネルなど約80

点を展示。また、被爆体験者の長尾ナツミさん（広島市）に

よる講話も行いました。来場者は真剣に資料に見入ったり、

熱心に講話に耳を傾けたりしながら、平和の大切さを感じ

ていました。

兵器の恐ろしさを知って
県内初「ヒロシマ原爆展」

　子どもからお年寄りまで、期間
　中3000人を超える来場者が。
　生々しい資料や絵画、写真に思
　わず釘付けに
　14歳のときの被爆体験を話す
　長尾さん
▲来場者が折ったツルは、千羽鶴
　にして広島市の平和記念公園へ

▲堤防の決壊などによる浸水を防ぐ水防工法訓練

▲本格的な傷メイクで、負傷者役
　もよりリアルに

▲「インターナショナルさかい」
　の協力で、外国人避難者用の専
　用受付を設置

▲福井赤十字病院の災害派遣医療チーム（DMAT）と消防
　署が連携して行った、倒壊家屋内の被災者救助訓練

幅
震度7の地震被害を想定した総合防災訓練を

ゆりの里公園で行いました。市や消防などの関

係機関や周辺住民ら総勢1000人が参加。避難

訓練や水防工法訓練、バケツリレーなどを連携

して実施し、災害時の協力体制を確認しました。

また、外国人避難者や重症者、体の不自由な人

などを想定した訓練も行われ、様々な事態に対

処できるよう、備えを新たにしました。

広い事態を想定し
市総合防災訓練を実施 8月29日（日）

よ

▲33年に一度開帳される座像。現在は中間にも開帳され、今回は
　平成6年以来16年ぶり

　
春江町本堂の観音堂に安置されている木造如意輪

観世音菩薩座像が16年ぶりに開帳されました。座

像は県指定文化財で、ヒノキの寄せ木造り。奈良時

代の名僧・行基の作といわれ、「安産の観音様」とし

て信仰を集めています。開帳に際し、3日間にわた

り法要が行われたほか、参拝客に子安餅の振る舞い

などもあり、多くの参詣客でにぎわいました。

産の観音様”ご開帳に
地元住民が沸く

8月16日（月）
　　　～18日（水）

8月20日（金）
　　　　　～22日（日）

8月21日（土）
　　　～23日（月）

“安

▲市多目的研修集会施設で開かれ、活発な意見が交わされた
　わがまち懇談会

　
市民の声を市政運営に取り入れようと、市長と市

民が対話する「わがまち懇談会」を開きました。市

内の観光、商工、農林漁業の関係者29人が参加。“坂

井市のブランド”をテーマに、その可能性や波及効

果などについて話し合いました。参加者からは「市

民の認知が必要」「モノ・食・観光を結びつけていく

ことが重要」などの意見が出されていました。

井市のブランド” 
認識と発信の仕掛けを探る 8月25日（水）

8月21日（土）

“坂

▲受賞者には三国町出身の
　アートディレクター・戸
　田正寿さんがデザインし
　た賞状を授与

　
「第3回北陸三県高校生現代アートビエンナーレ」

の表彰式がみくに龍翔館で行われ、受賞者ら40人

が出席しました。審査員でメディアアート作家の山

本圭吾さんは「第一線で活躍している人たちでも思

いつかないような発想が溢れている」と、作品全体

のレベルを評価。作品は、9月19日まで三國神社境

内とONOメモリアルで公開されます。

陸三県から最多31作品の応募
高校生の溢れる感性を表彰北

　グランプリ受賞作品
　「龍華」。九頭竜を
　イメージし、素焼き
　で製作

▲

なが　お

▲
▲

フォーカス

9 広報 9月号

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

89月号広報
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。

まちの話題をお届けします。

9月号広報

● 問い合わせ　企画情報課　50-3013

日本最大級の航空イベントを坂井市で開催
「スカイ・レジャー・ジャパン’10  in  福井」
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25
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土
）・
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日
）

 

９
時
〜
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時
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福
井
空
港

会場・臨時駐車場地図

坂井市役所本庁・JA花咲ふくい
駐車場①

坂井図書館・坂井グラウンド・
原田商事駐車場

坂井市役所春江総合支所・春江
保健センター駐車場

えちぜん鉄道西長田駅駐車場

坂井町下新庄
1-1

坂井町下新庄
18-3-1

春江町随応寺
17-10

春江町西長田
20-11-2

約200台

約1400台

約130台

約60台

場所 所在地 駐車台数

②

③

④

体験フライト
●パラグライダーふわり体験

 　10：00～11：00、11：50～13：50

●ラジコンヘリ操縦体験教室（大人のみ）

 　9：40～10：55、14：10～15：20

　熱気球係留体験飛行※　 7：00～8：55

　セスナ機体験搭乗※

 　15：10～（25日）　14：50～（26日）

※熱気球係留体験飛行、セスナ機体験搭乗は事前予約者のみ。

　受け付けは終了しています（見学は可）

公開フライト
●ディープブルース曲芸飛行

 9：55～（25日・26日、オープニングフライト）

 14：15～（25日）、14：00～（26日）

●スーパーウイングス　3機編隊風船割り

　13：40～（25日）

　13：20～（26日）

●パラモーター編隊飛行

　9：15～（25日・26日）

●県防災ヘリ救助訓練

　13：05～（25日）

　12：45～（26日）

●クラシック複葉機

　11：00～（25日）　10：40～（26日）

●ハング・パラグライダー

　11：20～（25日）　10：55～（26日）

●ジャイロプレーン

　11：45～（25日）　11：25～（26日）

●マイクロライトプレーン

　12：05～（25日）　11：45～（26日）

●大型ラジコン飛行機

　12：25～（25日）　12：05～（26日）

他、海上自衛隊ヘリコプター、グライダー、

モーターグライダー　など

フィールドイベント
●ジュニアウイングス航空教室（1日6回）

●ゴム動力模型飛行機教室

 　10：50～12：00、14：10～15：20

●紙飛行機教室　9：30～10：40、12：50～14：00

●なりきり撮影会（パイロット＆客室乗務員）

●チアリーディング（25日）　12：50～

●よさこいイッチョライ（26日）　12：30～

●クイズラリー　●キッズコーナー　　など

▲パラグライダー体験 ▲熱気球係留体験

▲ディープブルース.Extra300による曲技飛行

▲パラモーター編隊飛行

▲クラシック複葉機 ▲ジャイロプレーン

宙を舞う楽しさを体感しよう！

宙を舞う航空ショーの数々を、見に行こう！

そのほかにも、楽しみが盛りだくさん！

※当日の天候により、イベントの時間が前後または中止する場合があります。ご了承ください

13年前の自分に対面

8月14日

　春江西小学校の新制50周年を

記念し平成9年3月に同校グラウ

ンドに埋められたタイムカプセ

ルが掘り起こされ、その開封式

が春江西公民館で開かれました。

カプセルの中身は、当時の在校

生と春江西幼稚園児合わせて約

420人の絵や作文など。作品を

通して13年前の自分と“再会”し

た参加者は「照れくさいけど懐

かしい」などと話し、笑顔を見

せていました。

▲幼稚園児だった当時の絵を見て大笑い
　する参加者

お金の大切さを学ぶ

8月18日

　鳴鹿公民館で消費者子ども向

け金融講座が開かれ、お買い物

ごっこを通して児童26人がお金

の大切さを学びました。児童は、

布などで作った商品が並ぶ“手

作りスーパー”で、限られた予

算内で買い物ができるか挑戦。

お金を上手に使える賢い消費者

になるための経験を積んでいま

した。中には、次々と買い物か

ごに入れ、あっという間に予算

をオーバーしてしまう児童も。

▲“手作りスーパー”は見た目も楽しく

「
航
空
１
０
０
年
」
っ
て
？

　
２
０
１
０
年
は
、
１
９
１
０
年

（
明
治
43
年
）
12
月
、
日
本
で
初

め
て
動
力
機
飛
行
が
成
功
し
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
目
に
当
た

り
ま
す
。

　
航
空
機
は
い
ま
や
人
の
移
動
や

モ
ノ
の
流
通
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
手
段
。
航
空
１
０

０
年
を
記
念
し
て
、
今
年
は
全
国

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
航
空
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
ス

カ
イ
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」

も
そ
の
一
つ
で
す
。

●

●
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

まちの話題をお届けします。

9月号広報

● 問い合わせ　商工課　50-3153

9月18日（土）・19日（日）　産業フェアへお越しの際は
シャトルバスをご利用ください

市
内
の
産
業
が
一
堂
に
集
ま
る
「
第

１
回
坂
井
市
産
業
フ
ェ
ア
」
に
、

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
　
き

 

９
月
18
日（
土
）10
時
〜
18
時

 

　
　
19
日（
日
）10
時
〜
17
時

と
こ
ろ

 

ハ
ー
ト
ピ
ア
春
江

  

会
場
周
辺
は
路
上
駐
車
禁
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
か
、
車

で
お
越
し
の
際
は
、
必
ず
指
定
駐
車
場
に
駐

車
し
て
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
指
定
駐
車
場
や
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
太

郎
丸
駅
、
Ｊ
Ｒ
春
江
駅
か
ら
は
、
随
時
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
出
発
し
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

行
● 問い合わせ　行政経営課　50-3016

公共施設を管理運営する
指定管理者を募集します

政
改
革
大
綱
の
「
民
間
で
で
き

る
こ
と
は
民
間
で
」
に
基
づ
き
、

公
の
施
設
の
合
理
化
・
効
率
化

 

を
図
る
た
め
、次
に
挙
げ
る
施
設
を
23
年

４
月
か
ら
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す
。

 

対
象
施
設
・
指
定
管
理
年
数

 

左
図
の
と
お
り

募
集
期
間

 

９
月
13
日（
月
）〜
10
月
15
日（
金
）

応
募
資
格

　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
、
民
間
事
業

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

 

募
集
要
項
や
申
請
書
は
、
募
集
期
間
内

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ

▼
業
務
内
容
、
施
設
に
関
す
る
こ
と

 

①
②
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

 

　
　
　
50-

３
１
６
３

 

　
　
　g

ak
u
sy
u
@
city
.fu
k
u
i-sak

ai.lg
.jp

 

③
…
観
光
課
　
50-

３
１
５
２

 

　
　
　k

an
k
ou
@
city
.fu
k
u
i-sak

ai.lg
.jp

▼
応
募
方
法
、
選
定
に
関
す
る
こ
と

　
行
政
経
営
課
　
50-

３
０
１
６

 

　g
y
ou
sei@

city
.fu
k
u
i-sak

ai.lg
.jp

区分 施設の名称

丸岡B&G海洋センター

丸岡フィットネスセンター

丸岡運動公園

（管理棟、テニス場、

多目的グラウンド、

多目的屋内競技場)

霞ヶ城公園屋内球技練習場

丸岡情報団地公園

丸岡体育館

丸岡今福体育館

丸岡スポーツランド

（サッカー場、合宿所、

多目的グラウンド、

ゲートボール場)

丸岡武道館

磯部テニス場

鳴鹿テニス場

長畝水泳プール

今市水泳プール

丸岡ゲートボール場

たけくらべ広場

丸岡町長崎
 

丸岡町内田

丸岡町松川

丸岡長熊堂

丸岡町霞町3丁目

丸岡町今福

丸岡町長崎

丸岡長今福

丸岡町下安田

丸岡町上金屋

丸岡町長畝

丸岡町今市

丸岡町愛宕

丸岡町山竹田

2年間

3年間

5年間

①

（一括管理）

②

（一括管理）

③

（単独管理）

所在地 管理年数

日
● 問い合わせ　環境推進課　50-3032

もやせるごみ収集袋に
広告を掲載しませんか

常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
、
可
燃
指
定
ご
み

袋
に
広
告
を
掲
載
し

ま
せ
ん
か
。
掲
載
条
件
や
申
請

書
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
な
お
、
い
た
だ
い
た
広
告

掲
載
料
は
、
ご
み
袋
の
製
作
費

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

募
集
枠
数
　
２
枠

掲
載
料
金
　
１
枠
39
万
円

募
集
期
間
　
９
月
10
日（
金
）〜

30
日（
木
）

もやせるごみ収

集袋の消費枚数

は、なんと年間

約390万枚！広

告を掲載するこ

とで、高い宣伝

効果が見込まれ

ます。

ごみ袋の

大きさ

１枠の

大きさ
作成枚数

大

（45　）
縦16cm×

横20cm　

2,800,000

枚

小

（25　）
縦12cm×

横15cm　

900,000

枚

特小

（15　）
縦10cm×

横12cm　

144,000

枚

花

● 問い合わせ　坂井市民運動推進協議会事務局　　
 （生涯学習スポーツ課内）　50-3162

第５回花壇コンクール　68団体が応募

壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
会
が
８
月
21
日

（
土
）・
22
日(

日)

に

行
わ
れ
、
花
の
生
育
や
管
理
の

状
態
、
取
り
組
み
方
な
ど
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
し
た
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
最
優
秀
賞
】

金
井
区（
三
国
町
）／
里
丸
岡

ふ
れ
あ
い
会（
丸
岡
町
）／
京

町
区（
春
江
町
）／
大
味
中（
坂

井
町
）

【
優
秀
賞
】

三
国
東
部
ふ
れ
あ
い
花
壇

（
三
国
町
）／
城
北
地
区
フ
ラ

ワ
ー
会（
丸
岡
町
）／
春
日
野

老
人
ク
ラ
ブ（
春
江
町
）／
今

井
す
み
れ
会（
坂
井
町
）

【
優
良
賞
】

三
国
南
部
壮
年
会（
三
国
町
）

／
新
九
頭
竜
２
丁
目
町
内
会

（
丸
岡
町
）／
い
ち
い
野
区（
春

江
町
）／
北
宮
領
区（
坂
井
町
）

▲大味中 ▲金井区

▲京町区 ▲里丸岡ふれあい会

坂井市
もやせるごみ収集袋

行 政 区 名

氏名（事業所）

広告枠 広告枠

20㎝ 20㎝

恩返しは日本一の演技で

8月19日

　名古屋女子大学中学校と高校

の吹奏楽マーチングバンド部が、

竹田水車メロディーパークで演

技を披露しました。同部は、6

年連続日本一に輝いている実力校。

10年前から毎年訪れている竹田

小学校で、今年も夏合宿をした

お礼にと、アニメの曲などを約

30分にわたり繰り広げました。

パーク内で演技を見た人たちは、

素敵なサプライズに、盛んに拍

手を送っていました。

▲元気よく演奏と演舞を披露する生徒たち

春江の名　世界に轟かせるぞ

8月23日

　世界23カ国が参加し、中国の

上海で行われる「第10回世界ゲー

トボール選手権大会」に春江ゲー

トボール協会が出場することが

決まりました。同協会は近年の

大会での実績を評価され、県ゲー

トボール協会の推薦を受けて初

めて世界の舞台へ。教育委員会

で行われた激励会には選手7人

中3人が出席し、同大会での健

闘を誓っていました。

▲「どんなチームと対戦するか楽しみ」と

　話す奥村美佐枝さん
おく むら み さ え

�

�

�
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平
成
2
2
年
9
月
9
日
  　
   発
行
　
坂
井
市
　
編
集
　
秘
書
広
報
課

vol. 53

「ふれんず」は坂井チャンネルでもご覧いただけます！
今回の内容は、9／15（水）～10／14（木）まで放送します。

お楽しみに！　　秘書広報課 50-3012問

編 集 後 記

手本を見せ、太鼓の技と楽しさを伝えるメンバー

“上から下へ”の指導で

絆と技を深め合う

ぴ

メンバー　18人

代　　表　三國　華重さん
　　　　　（三国町宿２丁目）
コメント　

「10月10・11日の秋の春日

神社祭礼のほか、カニまつ

りやおしまフェスタで毎年

発表を行っています。練習

の成果をぜひ見に来てくだ

さい」

春日響太鼓

つじひろ        み   おみ　くに　　　か　え

ん
と
張
ら
れ
た
皮
か

ら
響
く
の
は
、
甲
高

い
音
。
木
目
も
ま
だ

つ
や
や
か
な
真
新
し
い
太
鼓
に

向
か
い
、上
級
生
が
下
級
生
に
打

ち
方
、
姿
勢
、
リ
ズ
ム
な
ど
を
指

導
す
る
。そ
れ
が「
春
日
響
太
鼓
」

だ
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
25
年
ほ
ど
前

に
発
足
。こ
れ
ま
で
他
団
体
か
ら

太
鼓
を
借
り
て
は
練
習
や
公
演

を
行
っ
て
い
た
が
、今
年
に
入
り

宝
く
じ
の
助
成
を
得
て
太
鼓
一

式
を
整
備
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
三
國
麗
奈
さ
ん（
雄

島
小
６
年
）
は
、
自
分
が
過
去
に

教
わ
っ
た
よ
う
に
、下
級
生
に
技

と
精
神
を
伝
え
る
。
時
に
は
、
手

を
と
っ
て
一
緒
に
太
鼓
を
叩
き
、

リ
ズ
ム
や
手
の
上
げ
下
げ
を
体

に
染
み
込
ま
せ
た
り
す
る
こ
と
も
。

そ
ん
な
先
輩
を「
優
し
く
て
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
」
と
、

田
村
樹
さ
ん
（
同
２
年
）
ら
下
級

生
は
慕
う
。

　
気
の
あ
っ
た
仲
間
同
士
だ
か
ら
、

指
導
中
も
互
い
か
ら
笑
顔
が
溢

れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

技
と
精
神
を
伝
え
て
い
く
の
は

自
分
た
ち
。そ
こ
に
笑
顔
は
あ
っ

て
も
、甘
え
は
な
い
。ま
た
、上
級

生
は「
良
い
お
手
本
」と
な
る
べ
く
、

己
の
技
術
向
上
も
余
念
が
な
い
。

　
自
分
た
ち
の
太
鼓
を
得
て
、練

習
に
も
い
っ
そ
う
熱
が
入
る
。新

し
い
太
鼓
か
ら
響
く
甲
高
い
音

が
一
日
も
早
く
自
分
た
ち
の
音

に
な
る
よ
う
、一
打
一
打
に
気
持

ち
を
込
め
て
太
鼓
と
向
か
い
合

う
グ
ル
ー
プ
だ
。

み
　
く
に
　
れ
い
　
な

た
　
む
ら
　

い
つ
き

きずな

▼
例
年
よ
り
も
３
千
発
多
い
、

１
万
発
の
花
火
が
打
ち
あ
げ
ら

れ
た
三
国
花
火
。
そ
の
規
模
や

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
人
の
数

以
上
に
驚
い
た
の
は
、
終
了
後

に
残
さ
れ
た
理
不
尽
な
ほ
ど
の

ご
み
の
量
。花
火
が
散
っ
て
も
、

ご
み
は
散
ら
か
さ
な
い
で
。(

杉)

▼
「
急
い
で
」
と
連
絡
を
受
け
、

駆
け
つ
け
た
早
朝
の
水
田
。
そ

こ
に
は
一
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
。

鳥
が
こ
ん
な
に
も
美
し
い
と
は
。

素
っ
ぴ
ん
を
誰
に
も
見
ら
れ
な

い
よ
う
に
…
と
の
焦
り
も
ど
こ

へ
や
ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
気
高

く
悠
然
と
し
た
姿
に
、
自
ず
と

顔
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。（
純
）

　
　

この次
高く飛ぶために
今は身を
かがんだっていい。
向き　不向きより
前向き。
可能性はいつも
キミの背中に。
（春江町西長田）


